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介
護
保
険

平
成
１３
年
度
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と

平
成
１４
年
度
の
保
険
料

介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
平

成
１２
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、現
在
多
く
の
か
た
が

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
、５
割

分
が
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
残
り
の
５
割
分
を
、６５
歳
以
上
の

か
た
に
は
介
護
保
険
料
と
し
て
、ま
た
、４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
た
に
は
医
療
保
険
料
に
介
護
保
険
料
分
を
上
乗
せ
し

た
か
た
ち
で
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、実
際
に
平
成
１３
年
度（
平
成
１３
年
３
月
〜
平
成
１３
年
１１
月
サ
ー

ビ
ス
利
用
分
）に
利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
、そ
れ
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い

の
金
額
が
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
、さ
ら
に
平

成
１４
年
度
の
介
護
保
険
料
額
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
要
介
護
認
定
の
状
況
》

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、ま
ず

要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。平
成
１３

年
１２
月
１
日
現
在
、市
内
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
か
た
は
２
千
１
４
２
人
で
、う
ち
６５
歳
以
上
の

か
た
は
２
千
２９
人
で
す
。こ
れ
は
、６５
歳
以
上
の
人
口

の
約
１
割
に
あ
た
り
ま
す
。要
介
護
度
別
人
数
の
内

訳
は
表
‐
１
の
と
お
り
で
す
。

《
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
状
況
》

要
介
護
認
定
を
受
け
た
か
た
が
利
用
し
た
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
た

金
額
は
表
‐
２
の
と
お
り
で
す
。居
宅
サ
ー
ビ
ス
は

表‐２ サービス別の介護保険給付状況

（平成１３年３月～平成１３年１１月サービス利用分）

表‐１ 要介護度別認定者数（人）

表‐３ 平成１４年度介護保険料

※利用人（件）数は、延べ人数÷９か月（福祉用具購入費、住宅
改修費を除く）。また、居宅サービスでは１人の人が２種類の
サービスを利用した場合、それぞれのサービスに計上。福祉用
具購入費、住宅改修費は４月～１１月申請分

介護保険料額（年額）

１６，５００円

２４，８００円

３３，１００円

４１，４００円

４９，７００円

所得段階

生活保護の受給者または老齢福祉年
金の受給者で世帯全員が住民税非課税

世帯全員が住民税非課税

本人が住民税非課税（世帯内に住民
税課税者がいる場合）

本人が住民税課税で合計所得金額が
２５０万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が
２５０万円以上

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

合 計

１７５
６６５
４８９
３０２
２８８
２２３
２，１４２

第２号被保険者

４０歳～６４歳

４
４６
２３
１８
１０
１２
１１３

第１号被保険者

７５歳以上

１３９
４８７
３５７
２２５
２３６
１７１
１，６１５

６５歳～７４歳

３２
１３２
１０９
５９
４２
４０
４１４

要介護度

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計

介護保険からの給付額

居宅サービス

１５７，１１０，０９６円

２０，３３２，７８３円

８３，４４６，１３７円

２，８５０，２６３円

１９９，７５８，２４３円

１１０，５８９，３９８円

４３，８６８，８７１円

６０，０９６，７７６円

１９，４８６，９１２円

７，６８９，２４０円

３，３２０，０８５円

４，２９３，６７５円

施設サービス

４７９，９５０，１５９円

３４８，０９４，１４４円

３４９，７２８，１０７円

１９１，３８７，３９０円

その他のサービス

７２，１０１，０８０円

４，１３４，９４５円

１４，４９９，４４１円

合 計 ２，１７２，７３７，７４５円

利用回数など

４０，０８４回

１，７８９回

９，８１６回

５６８回

２４，３５４回

１２，６８３回

７４，３８１日

６，１９９日

１，９３６日

１，３７７回

４４１日

６５１日

利用人数など

５１６人

４７人

２４９人

２０人

４０５人

２２４人

３８２件

１１７人

３２人

９９人

２人

３人

２１５人

１６２人

１０６人

１，０８０人

１６１件

１２７件

サービスの種類

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

福祉用具貸与

短期入所者生活介護

短期入所者療養介護

居宅療養管理指導

痴呆対応型共同生活介護

特定施設入所者生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

食事費用額

居宅介護支援

福祉用具購入費

住宅改修費

－２
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月
平
均
１
千
８０
人
が
利
用

し
、１
人
当
た
り
の
利
用

料
は
１
か
月
に
つ
き
約
９

万
２
千
円
で
す
。こ
の
う

ち
、介
護
保
険
か
ら
約
８

万
３
千
円
給
付
し
て
い
ま

す
。ま
た
、施
設
サ
ー
ビ
ス

は
月
平
均
４
８
３
人
が
利

用
し
て
お
り
、１
人
当
た

り
の
利
用
料
は
１
か
月
に
つ
き
約
３６
万
３
千
円
で

す
。こ
の
う
ち
、介
護
保
険
か
ら
約
３１
万
５
千
円
給
付

し
て
い
ま
す
。

６５
歳
以
上
の
か
た（
第
１
号
被
保
険
者
）に
支
払
い

を
お
願
い
し
て
い
る
平
成
１３
年
度
介
護
保
険
料
の
合

計
は
、平
成
１４
年
１
月
１
日
現
在
、５
億
４
千
１
１
９

万
３
千
４
０
０
円
で
す
。

《
平
成
１４
年
度
介
護
保
険
料
》

平
成
１２
年
度
と
平
成
１３
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
の

特
別
対
策
が
終
了
し
、平
成
１４
年
度
の
介
護
保
険
料

は
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く
本
来
の
額
と
な
り

ま
す（
表
‐
３
）。し
た
が
っ
て
平
成
１４
年
度
介
護
保

険
料
は
、平
成
１３
年
度
と
異
な
る
額
と
な
り
ま
す
。

《
平
成
１５
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
て
》

介
護
保
険
制
度
は
５
年
を
１
つ
の
計
画
期
間
と
し

て
、３
年
に
一
度
見
直
し
ま
す
。平
成
１２
年
度
が
初
め

て
の
計
画
期
間
の
初
年
度
で
し
た
。次
期
計
画
期
間

は
平
成
１５
年
度
か
ら
平
成
１９
年
度
で
す
。そ
の
た
め
、

平
成
１４
年
度
は
次
期
計
画
策
定
の
年
度
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
年
２
月
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
か
た
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
次
期「
介
護
保
険
事
業

計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
、例
え
ば
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
か
た
の
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

量
や
種
類
が
決
ま
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
介
護
保
険
料

の
額
も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
が
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
、狭
山
市
で
は
よ
り
よ
い
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
と
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日本が世界に誇れるも
のの中に、春夏秋冬とい
う季節があります。これ
は、自然や景観だけで生
み出されるものではな
く、人々の生活の中にも
見い出すことができるも

のです。年とりの節分、梅雨明けの
夏祭り、十五夜の月を待ち、来たる
年の祝いに備える…これらの年中
行事や通過儀礼は、私たち毎日の
生活、あるいは一生の生活に欠か
すことのできないものです。

しゅ

元来、これらの行事の多くは、修
げん

験の人々を介して行われていたものであったと考えられて
います。今回の企画展では、現在ではとらえられにくい修験
の世界を紹介し、その時代における社会的役割をご紹介す

るとともに、中世近世をとお
してこの地域で活動していた

ほん ざん しょう ご いん まつ

修験寺院で、本山派聖護院末
しょ こく せん たつ

諸国二十七先達の一つである
笹井観音堂とその配下を中心
に、狭山の修験の実像につい
て論及します。
修験の存在は、現在では山
奥にある寺院、山伏姿、火渡り
の行などといった断片的なも
のでしか知ることができませ
ん。しかし人々の生活に密着
していた存在として、遠く忘

れられていた修験の世界をかいま見ることにより、狭山の
原風景の一つを知る機会となれば幸いです。
開催期間３月１６日�～６月１６日� ※３月１８・２２・２５日、４月
１５・２２・２６・３０日、５月７・１３・２０・２４・２７日、６月３・１０日は休館
�博物館へ�９５５‐３８０４

●講演会と展示解説
講演会「修験道と狭山」／日時４月２１日�、１３時３０分から

さい じょう ざん やく おう じ き がく

講師最上山三光院薬王寺・澁谷義学氏 定員５０名 場所博
物館 �３月１９日�、９時から電話で博物館へ 展示解説
／日時３月３０日、４月２７日、５月２５日の土曜日、１０時から
�当日直接博物館へ

企画展と合わせてお楽しみください！体験学習・茶席
日時３月１７日�、１１時～１５時 内容館内の茶室でお茶席を
開催します。小さなお子さんでも参加できます。企画展と合

みょう しょう

わせて狭山の抹茶・明松をお楽しみください 席主狭山市
茶道連盟 定員５０名 費用２００円（入館料含む） �博物館
（前売り券を販売中、当日申し込みも可）へ�９５５‐３８０４

●
問
い
合
わ
せ
介
護
保
険
課
へ
内
線
１
５
５
１

〜
１
５
５
４
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